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　2011 年３月 11 日、東北各地に大きな
被害をもたらした東日本大震災。被災地の
皆様とともに歩みたい。家族の、地域社会
の絆を育みたい。被災地復興を支援するた
めにスタートした「キリン絆プロジェク
ト」。「地域食文化、食産業の復興支援」、「子
どもの笑顔づくり支援」、「心と体の元気サ
ポート」、私たちキリングループは、この
３つの幹で、様々な支援活動を展開してい
ます。
＜地域食文化・食産業の復興支援＞
　一つ目は、地域食文化・食産業の復興支
援。2012 年までは、復興支援第１ステー
ジとして、農業機械の購入支援や養殖設備
の復旧支援を行いました。
　そして、2013 年、地域食文化・食産業
の復興支援では、復興支援第２ステージ
へ。「生産から食卓までの支援」をテーマに、
生産支援だけでなく、「地域ブランドの再
生・育成」、「６次産業化の推進・販路拡大」、
「将来にわたる担い手・リーダーの育成支
援」といった取り組みを始めています。
　地域ブランドの再生・育成で着目したの
は、東北各地の豊かな農水産物です。南三
陸、気仙沼市では、特産品である気仙沼茶
豆のブランド育成を支援。収穫した茶豆を、
キリンシティを通じてお客様のもとへ届け
ています。女川町や大船渡市では、地域の
方々と連携し、水産物を活用した商品の開
発と販路開拓を支援。地域の活性化に結び
つくマーケティングのノウハウを提供して
います。
　将来にわたる担い手・リーダーの育成支
援では、東北の将来を担う人材の育成をサ
ポート。東北復興農業トレーニングセン
タープロジェクトでは、新しい地域におけ
る農業ビジネスの創出と、それによる被災
地域の復興・活性化を目指しています。
　また、東北産の原料を使った商品を発売
しました。キリン商品の購入を通じた消費
者の皆さんの支援が東北の復興に結びつい
ています。また、キリングループの社員に
よる農地再生に向けたボランティア活動も
行っています。
＜子どもの笑顔づくり支援＞
　二つ目は、子どもの笑顔づくり支援。農
業を志す高校生への就学支援。理科実験教
室や卓球教室の開催を行ってきました。そ
して、指揮者の小林研一郎さんの下、地域
の高校生とともに演奏する「コバケンとそ
の仲間たちオーケストラ」を開催しました。
＜心と体の元気サポート＞
　そして、三つ目は、心と体の元気サポー
ト。日本サッカー協会との協力で始まった
「JFA・キリン	スマイルフィールド」。被災
地の 530 校を超える学校で開催され、延
べ８万名以上の小学生が参加しています。
??
　東北をもう一度、魅力あるブランドがあ
ふれる地域にして、全国のお客様にその商
品をお届けするために、私たちはこれから
も東北の復興を支援していきます。このよ
うな取り組みが被災地の復興に貢献するだ
けでなく、キリングループの成長にもつな
がっていくように、私たちはこれからも活
動を続けていきます。
　笑顔で結ぶ人を、日本を、「キリン絆プ
ロジェクト」。
･･････････
　以上、DVDをご覧いただきました。こ
れは東北３県への復興支援という取り組み
ですが、現在私どもは、ここで得られた知
見やノウハウを、東北３県以外の地域活性
化にいかに活用していけるのかを模索して
いるところです。
　「東北復興支援」、「新しい農業ビジネス
の創出」という社会的な光景は見受けられ
ますが、この先、私どもにとっての価値は
何かということを模索していかなければな
らない、そんな状況にあります。
４．まとめ
　では、まとめということで、これまで申
し上げてきたことを振り返ってみます。
（１）総括
　一つ目、CSV とは、事業活動におけ
るイノベーションを通じて、これまでの
CSR の経済的価値を高め、「社会課題の解
決」と「企業の成長」を両立させる経営戦
略です。ですから、純粋な社会貢献とは異
なるものですが、「社会貢献」の要素は当
然入っています。ただ、そこには、「企業
の競争戦略」という要素も入っています。
　二つ目は、短期的な利益を追求するも
のではありません。長期的な企業価値向上
を図るのが本来の目的です。このあたりが、
実は会社のなかでもいろいろ議論のあると
ころで、長期的な価値向上よりも、「とりあ
えず今年の数字はどうするんだ」というよ
うな議論に必ずなるわけです。「CSVとい
うのはそういうものではない」と社内には
説明していますが、なかなか理解を得られ
ない局面があることも担当者としては辛い
ところです。
　三つ目は、自社の得意分野や技術を活用
するということがポイントだと思っていま
す。
　四つ目は、取り組むべき社会課題を正し
く・深く捉えることがポイントです。これ
も重要な点だと思います。
　ちなみに、もう一つ申し上げたいのです
が、CSV についてはグローバル企業の事
例がよく引用されます。日本でもネスレや
ユニリーバ等を紹介するようなことが多い
と思います。ただ、発展途上国の社会課題
と日本のような先進国の社会課題は、性質
が違うことがあります。また、日本におけ
る社会課題というと、例えば「少子高齢化」
がありますが、欧米企業の事例にはなかな
か学ぶことができません。やはり私どもは
日本オリジナルの CSV を考えていかなけ
ればならないだろうと思っています。
（２）キリンの CSV の課題
　では、キリンの取り組んでいる CSV に
おける課題について、いくつか説明させて
いただきます。
　一つ目。「飲みもの」の会社が社会問題
にどのようなソリューションを提供できる
のか、ということを模索している段階にあ
??
ります。例えば、エネルギー関係、鉄道・
輸送、あるいは建設など、いわゆるインフ
ラ系業種の企業ならば、事業そのものが社
会課題の解決になるわけです。他の業界、
業種でいうと、例えば製薬会社もそうです。
病気という社会課題に対して、製品やサー
ビスでお応えしています。一方、「飲みもの」
というのは嗜好品です。もちろん水がない
と生きていくのに困りますが、「嗜好品の
会社がどうやって社会課題の解決に取り組
んでいけばいいのか」、「テーマ設定はどう
すればいいのか」というのが実は悩みどこ
ろであります。ただ、お酒を含めて飲料に
は「人と人のつながりやコミュニケーショ
ンの希薄化」という社会課題がクローズ
アップされる中で、「心に潤いを提供する」
「人の輪を創り出す」という役割があるだ
ろうと思っています。いずれにせよ、どん
なソリューションが提供できるのか、日々
悩んでいるところです。
　もう一つは、CSV に取り組んでいくに
は、社員一人ひとりの意識が非常に重要だ
と思っています。まだ社内全部門の日常に
おいては定着していない状況です。「CSV
本部 CSV 推進部」という部署名を掲げた
こともあり、CSV の考え方は理解されて
いても、それを多くの社員が自分の日常の
業務にいかに落とし込んでいくかという面
がまだ不足していると感じています。
（３）最後に　－地域の活性化について－
　前述の「絆プロジェクト」のメンバーの
話です。彼は実際に東北のいろいろな地域
に入っていって、「どんな課題があるのか」、
「こことここをつなげたら何が生まれるか」
といった、いうなればプロデューサー的な
仕事を担当しているのですが、「地域の課題
というのは、それぞれの場所で異なってい
るけれど、根本的には共通したものが多い
のではないか」というわけです。例えば「少
子高齢化」、「人口流出」、「後継者不足」、「コ
ミュニケーションの希薄化」といったあた
りに課題が収斂されるのではないかと言っ
ています。
　彼の言葉を借りれば、「どの地域にも地
元の活性化のために立ち上がろうとする
リーダー（団体）がいるけれど、何かが足
りない」というわけです。例えば、商品開
発力はあるけれど、販路がない。販路はあ
るけれど、商品開発のリーダーシップをと
る人がいない、あるいは情報発信力が不足
している。あるいは、リーダーはいるけれど、
それを支える専門性を持ったスタッフがい
ない。あるいは、産業間の連携、産官学の
連携がいまひとつ、等々。こういったこと
が壁だというわけです。「何かが足りない」
と、そんなことを、実感を込めてつぶやい
ていました。
　したがって、地域の内外のプロフェショ
ナルをつなげていくことが大事になるので
すが、そのためには、地域の課題を的確に
捉えて、欠けているモノ・人材は何かを把
握することから始める必要があります。そ
のためには、「地域の課題を全体的に（表
面的に）漠然と捉えるのではなくて、具体
的には地元のキーパーソンあるいは立ち上
がろうとするリーダーがどういう課題を抱
えているかということを捉えることが大事
ではないか」と思います。
　そして、「つなげるためにどうするか」
というと、いろいろなパートナーを考えて
みる必要があると思います。情報発信力も
重要で、マスコミの力を借りる、人を呼
??
んでくるためには旅行会社の力を借りる、
ホームページを作る専門家を探す、などい
ろいろな人とつながっていく必要があるだ
ろうということです。つなげるのです。そ
して、情報を持っているのはどこかという
ことですが、これはやはり今日ご参加いた
だいている自治体、大学、金融機関の皆さ
んが地域のネットワークやリーダー、専門
性を持ったプレーヤーの方々を把握されて
いるのではないかと思います。
　以上で、私の発表を終わらせていただき
ます。ご清聴ありがとうございました。
